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１ 研究の背景と⽬的 

『義務教育美術課程標準解読（2011年版）』によると、中国の⼩学校美術教育は美術活

動を通して児童の内在的な学習興味を起こすことを⽬指している。児童の興味は、総合的

な過程を通して育成されることが強調され、教師の役割として、児童の注意⼒を引きつけ、

満⾜感と達成感を味わわせ、美術活動に対する興味を育成するために有効な学習を開発す

る必要性が⽰されている。しかし、「総合的な過程」に関しては具体的な記述がなく、興

味を育成するための⽅法が不明確であることが課題である。 

本研究では、興味の質的向上を⽬指して、遊戯に着⽬した鑑賞学習を開発し、⾼学年の

中国⼈児童を対象としたアクション・リサーチを通して、その効果を検証することを⽬的

とする。 

 

２ 興味を⾼める⼩学校美術教育に関する先⾏研究 

先⾏研究の多くにおいて中国の児童の興味についての調査はすべての学年にわたって

⾏われているわけではないが、学年が上がるにつれて、児童の興味には、次の傾向がある

ことが⽰されている。すなわち、①総合的に⾒ると、学年が上がるにつれて児童の⼩学校

美術教育への関⼼は低下している。②コース選択では⼿動きの少ないコースに偏ってい

る。③⼩学校美術教育への興味の減少は 5・6 年⽣に顕著になっている。先⾏研究におけ

る現状分析と研究成果から、⾼学年の児童について⼩学校美術教育に対する興味の低下の

主な要因は、次の 3 点にまとめられる。①⾼学年の児童は進学の圧⼒があり、学習の中⼼

は国語や数学など試験科⽬に偏り、⼩学校美術教育に対する興味が減少している。②⼩学

校美術教育の学習意義が不明確である。③教師の指導法や教材などに課題があり、児童の

興味を失わせている。本研究では、以上のような児童の興味の現状を踏まえ、指導法や教

材の改善を通じて、⾼学年の児童の⼩学校美術教育に対する興味の質的向上を図る鑑賞学

習モデルを提案することを⽬的とする。 

 

３ 理論的枠組み 

（１）デューイの理論における興味の発展 

デューイが提唱した興味の理論に基づき、新しい興味の発展のプロセスは、⼦どもの過

去の興味が問題解決のプロセスの中で分解されて、経験を通じて形成される問題解決の⽬

的に組み合わされ、新しい興味へと発展する。問題となっている課題は、過去の経験を基
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にした興味との結びつきを前提とし、⼦どもが⾃分の思考で展開する新しい経験と⼀体と

なって解決に向かう。この過程は図 1「興味の発展のプロセス」に⽰すとおりである。

 
図 1 興味の発展のプロセス 

 

（２）アートカード教材の構造化に向けて 

デューイの興味論によると、真の興味の育成は教材と⼦どもの発達との統⼀が必要で

ある。その上、デューイの教材論と合わせれば、教材、⼦どもの発達と教授法が⼀体的

であることが考えられる。教授法に従った学校教育においては、⼦どもは教材を通して

活動を⾏い、⾃⾝の経験・能⼒・ニーズに応じて知識・技能・感情などの発達を達成す

る。したがって、興味の質的変化を求める教材の開発は、⼦どもの興味の発達と教授法

を基に⾏う。デューイの遊戯論における興味の質的変化においては遊戯が仕事に転化

し、⼦どもの直接的興味が間接的興味へと移⾏する。つまり、教材の開発は、⼦どもの

直接的興味を間接的興味へ導くことを⽬的とする。 

アートカードの開発をデューイの教材の発展の３つの段階から⾒ると、まずは、アー

トカードに描かれた芸術作品に親しみやすくなる。次は、芸術作品の知識や情報によっ

て、鑑賞活動の意味を深められる。最後は、芸術作品の範囲を拡⼤し、組織された材料

として、社会性に価値をおいた鑑賞活動を⾏うことができる。これらの段階を通して、

児童は鑑賞の経験を積み、芸術作品の意味を認識し、興味は単なるアートカードを遊ぶ

直接的興味から芸術作品や鑑賞活動への間接的興味に移⾏する。 
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（３）遊戯論を取り⼊れた学習の構造 

遊戯は、⼦どもが⽬的を達成するために必要な材料や⽅法に徐々に慣れ、⾃分の⾏動に

ついて考え、最終的に⽬的を達成する（問題解決）という実⾏能⼒を⾃然に発展させるも

のである。遊戯のプロセスで、社会性が備わった環境を通じて、抽象的物事に社会的要素

を加え、⼦どもの社会的興味の形成を促すことができる。 

遊戯の教育的性質とフェルドマンの 4 段階批評メソッドを組み合わせることで、遊戯

を通して社会性を持つ活動環境を作り出し、4 段階を通して⼦どもの興味の質的向上がも

っと効果的に促進できると考える。⼦どもの鑑賞活動への興味を⾼め、新しい興味へとつ

ながる学習構造の明確化が必要であり、そのような学習構造を図 2「遊戯を⽤いた興味の

発展プロセス」のように表している。 

 

 
図 2 遊戯を⽤いた興味の発展プロセス 

 

（４）遊戯論を取り⼊れた学習構造に基づく鑑賞活動の学習開発 

本研究では、デューイの遊戯論とフェルドマンの 4 段階批評メソッドを踏まえ、興味の

発展のプロセスを組み⼊れた図３に⽰す「興味のフェルドマン・メソッド」による鑑賞モ

デルを提案する。 
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図３「興味のフェルドマン・メソッド」による鑑賞モデル 

 

フェルドマンの 4 段階批評メソッドには「記述」、「分析」、「解釈」、「判断」４つの階段

がある。「記述」と「分析」の段階では、⼦どもが鑑賞活動の展開の中で、過去の経験か

ら発動した直接的興味を持ち、作品の内容を分析・記述する。「解釈」の段階では、鑑賞

活動の中で獲得する感受が深まり、作品から感じた喜びや悲しみの感情や、活動の中で⾒

出した価値が⾃⾝の問いの解決に役⽴てられ、直接的興味が間接的興味に移⾏される。

「判断」の段階では、価値の判断を通して新たな興味が形成され、授業中の学習だけでは

なく、それ以外の場でも活きる持続的で⾃主的な興味の形成によってさらなる鑑賞活動が

促される。 

 

４ アクション・リサーチのための実態調査 

中国における⼩学校⾼学年の児童の実態を明らかにするため、2022年５⽉から 2022年

６⽉の期間で中国⼭⻄省の⼩学校 3 校と河北省の⼩学校 1 校の⾼学年の中国⼈児童 645
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名を対象としてアンケート調査を実施した。 

アンケートでは、中国⼈児童の美術学習に関する興味の実態を明らかにする質問項⽬を

設定した。調査紙の質問は先⾏研究で整理された⾼学年の児童において図画⼯作科への興

味が低下する主な３つの要因を踏まえ、①美術の学習への興味、②美術の学習⽬的の認識、

③美術鑑賞の経験という３項⽬を設定した。①の美術の学習への興味の項⽬では、図画⼯

作科の授業への興味、美術作品と⽇常⽣活の中で絵や作品などを鑑賞する興味、博物館や

美術館で鑑賞活動を⾏う興味を調査した。②の美術の学習⽬的の認識の項⽬では、図画⼯

作科を学ぶ⽬的と図画⼯作科で鑑賞活動を⾏う⽬的を調査した。③の美術鑑賞の経験の項

⽬では、児童の今までの鑑賞活動での経験を調査した。 

アンケート調査の結果により、対象とした中国児童の美術作品への興味は、中国の美術

作品に偏る傾向があり、⼀部の有名な芸術家の作品に集中している現状が明らかとなっ

た。図画⼯作科で鑑賞活動を⾏う⽬的には知識の学習と活動によって児童の感受を⽬指す

傾向があり、鑑賞⽅法の獲得を⽬指す児童の数は少ない。鑑賞活動を通して鑑賞⽅法を⾝

につけることにも意識を向けさせる必要があると考える。博物館や美術館の利⽤が推奨さ

れているものの、学校と博物館や美術館との連携が少ないため、児童が外国の美術作品を

鑑賞する機会も⾜らず、連携を強化することが必要であると考える。先⾏研究から、義務

教育の実施に伴い、児童の図画⼯作科への興味が⾼まっていることが⽰される。しかし、

児童の鑑賞活動に対する興味は低く、中国⼩学校の図画⼯作科を通じて鑑賞活動への興味

を養う必要があると考える。 

 

５ 研究デザイン 

（１）研究⽅法 

本研究で提案する鑑賞モデルの効果を検証するため、中国⼭⻄省の３つの公⽴⼩学校で

パイロット・スタディとアクション・リサーチを実施した。仮説の検証を⽬的として実施

するパイロット・スタディとアクション・リサーチでは、事前・事後アンケートから得ら

れたデータの量的分析と、授業を通じて得られたワークシートの記述内容と事後アンケー

トに含まれる⾃由記述の質的分析を⾏った。研究仮説は以下のように設定した。 

研究仮説： 

本研究が提案する「興味のフェルドマン・メソッド」による鑑賞モデルを⽤いた構造化

された鑑賞学習を通して、児童の美術鑑賞に対する興味の質的向上を図ることができる。 
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アクション・リサーチを通して、児童の興味の変化を明らかにするため、事前・事後ア

ンケートを実施する。事前・事後アンケートで⽤いた質問項⽬の構成は、表１に⽰すとお

りであり、興味の 3 側⾯である「多視点」、「意味や価値」、「主体性」の観点から構成され

ている。 

授業で⽤いたワークシート１・２・３は、授業の内容を踏まえて、児童が各学習段階で

気づいたことや感想などを記録し、興味の質的変化の有無を調査するために⽤いた。ワー

クシート１・２・３の質問内容は表 2 に⽰すとおりである。 

 

表 1 事前・事後アンケートの質問項⽬ 

興味の 
側⾯ 

質問 
番号 

質問内容 

多視点 
１ 美術作品がつくられたときの⽣活や歴史・⽂化などについても

っと学びたい。 
２ 中国以外の世界の美術や⽂化についてもっと知りたい。 
３ いろいろな国の美術作品のよさや美しさに興味がある。 

意味や 
価値 

４ 様々な美術作品を鑑賞するのが楽しい。 
５ ⾃分の感じ⽅・考え⽅で美術作品を味わうことが好きだ。 
６ 美術作品をつくった作家の意図を考えるのが楽しい。 

主体性 
７ ⾃分で学びたい美術作品や芸術家がいる。 
８ 美術館や博物館などで美術作品を鑑賞したい。 
９ ⽣活の中で美術作品を楽しみたい。 

 

表 2 ワークシート１・２・３の質問内容 

ワークシート 実施時間 内容 

ワークシート１ 第１時 

アートカードを 6 つの地域で分類してください。 

興味があるグループを⼀つ選んで分類の理由を書い

てください。 

今⽇の授業を通して、あなたが新しく興味を持つよ

うになったことを書いてください。 

ワークシート２ 第２時 

どの美術作品を選びましたか？美術作品のタイトル

を書いてください。 

選んだ美術作品を鑑賞してください。 

今⽇の授業を通して、あなたが新しく興味を持つよ
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うになったことを書いてください。 

ワークシート３ 第３・４時 

各グループが作ったアートカードを 6 つの地域で分

類してください。 

興味がある地域を⼀つ選んで分類の理由を書いてく

ださい。 

今⽇の授業であなたが新しく気づいたことを⾃由に

書いてください。 

今⽇の授業を通して、あなたが新しく興味を持つよ

うになったことを書いてください。 

 

（２）データの分析⽅法 

アクション・リサーチを通じて得られたデータは、量的データと質的データの２種類が

ある。量的データは、事前・事後アンケートの質問１で得られたデータである。質的デー

タは、半構造化インタビューで得られた児童の発⾔、事前・事後アンケートの質問２から

得られた⾃由記述のデータ、ならびにワークシート１・２・３の記述内容である。 

⒈  量的データの分析⽅法 

量的データは、統計ソフト IBM SPSS Statisticsを使って分析し、各選択肢の回答の平

均値を算出することによって、対象とした児童の興味の変化を数値的に観察した。対象と

した学校ごとに、事前と事後の平均値を⽐較し、児童の興味の質的向上の有無を判断し、

その要因を考察した。 

⒉  質的データの分析⽅法 

アクション・リサーチを通して児童の興味の質的向上の具体的様相を可視化するため、

得られた質的データを KH Coder を⽤いて分析し、その結果を抽出語の共起ネットワー

クで表した。 

共起ネットワークの設定では、Jaccard 係数によって処理を⾏った。この設定では、バ

ブルの⼤きさは、抽出語の頻度を表し、バブルが⼤きいほど頻度が⾼いことを⽰している。

バブルを繋ぐ線は、抽出語間の共起関係を表している。線が濃いほど共起関係が強いこと

を⽰し、点線は共起の程度が低いことを、実線は共起の程度が⾼いことを⽰している。抽

出語の最⼩出現数を５に設定し、分析の結果を図で表⽰するように指⽰した。共起ネット
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ワークの上に重ねて、コンコーダンス（KWIC）機能を⽤いて児童の記⼊内容を参照し、

興味の 3 側⾯で抽出されたキーワードを分類し、カテゴリーを⽣成した。 

 

６ アクション・リサーチの結果と考察 

（１）パイロット・スタディの結果と考察 

 パイロット・スタディの協⼒校は、⼭⻄省の公⽴A⼩学校であり、対象児童は、21名

である。事前平均値と事後平均値を⽐較すると質問８を除き、すべての質問の平均値が上

昇した。質問１〜４と質問９の増加は 0.3 未満、質問５〜７の増加は 0.3 以上であった。

質問５と質問７に有意差（有意⽔準 5％）がみられ、事前と事後の変化があると判明した。

また、質問５と質問７の事前と事後の平均値を⽐較した結果、事後の⽅が⾼く、児童の変

化が⾒られた。 

 

表３ 公⽴A⼩学校の事前・事後平均値と事前・事後標準偏差(パイロット・スタディ) 

 
 

興味が低下した原因を明確するため、質問８の数値が減少した 6 名児童に半構造化イ

ンタビューを⾏った。6名のうち 5名が「美術館や博物館に⾏かなくても、アートカード

で作品を楽しめるので、美術館や博物館に⾏きたい気持ちが弱くなった。」といった回答

をした。残りの児童 1名は「インターネットでオンライン美術館や博物館があり、より⼿

軽に美術品を楽しむことができる。」と回答した。これら６名の回答は、美術館や博物館

の需要が減ったからという要因に分類できる。他⽅、授業の中で興味を喚起したものにつ

いて分析した結果、「アートカードによる興味の⾼まり」と「インターネットによる興味

ｔ(20) p
平均 標準偏差 平均 標準偏差

質問１ 3.48 0.81 3.67 0.58 -1.45 0.16
質問２ 3.33 0.80 3.48 0.60 -0.72 0.48
質問３ 3.33 0.86 3.57 0.75 -1.23 0.23
質問４ 3.48 0.60 3.67 0.58 -1.71 0.10
質問５ 3.29 0.72 3.62 0.50 -2.09 0.05
質問６ 3.00 1.00 3.38 0.67 -1.56 0.13
質問７ 3.33 0.66 3.67 0.58 -2.09 0.05
質問８ 3.33 0.73 3.10 1.09 0.74 0.47
質問９ 3.33 0.73 3.62 0.59 -1.37 0.19

事前 事後
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の⾼まり」の２つのカテゴリーが⽣成された。すなわち、教材のタイプによって児童の興

味が⾼まることが⽰された。 

 

（２）アクション・リサーチⅠ・Ⅱ・Ⅲの結果と考察 

アクション・リサーチⅠの協⼒校は、⼭⻄省の公⽴A⼩学校であり、対象児童は、128

名である。アクション・リサーチⅡの協⼒校は、⼭⻄省の公⽴B⼩学校であり、対象児童

は、143名である。アクション・リサーチⅢの協⼒校は、⼭⻄省の公⽴C⼩学校であり、

対象児童は、141名である。表４〜表６に⽰すとおり、事前の平均値と事後の平均値を⽐

較すると対象とした⼭⻄省の公⽴⼩学校３校とも、すべての質問に関して平均値が上昇し

た。また、すべての質問の分析結果に有意差（有意⽔準 5％）がみられた。この分析結果

から、実施した「興味のフェルドマン・メソッド」による鑑賞モデルを⽤いた構造化され

た鑑賞学習は、児童の美術鑑賞に対する興味を⾼めるのに有効に働いたことが⽰される。 

 

表４ 公⽴A⼩学校の事前・事後平均値と事前・事後標準偏差 

 
 

 

 

 

 

 

 

ｔ(120) p
平均 標準偏差 平均 標準偏差

質問１ 3.32 0.82 3.66 0.54 -5.71 <.001
質問２ 3.17 0.85 3.49 0.58 -4.73 <.001
質問３ 3.27 0.89 3.56 0.63 -4.03 <.001
質問４ 3.45 0.81 3.67 0.57 -4.55 <.001
質問５ 3.21 0.91 3.63 0.52 -5.98 <.001
質問６ 2.88 1.03 3.36 0.63 -6.42 <.001
質問７ 2.92 1.01 3.45 0.73 -7.52 <.001
質問８ 3.21 0.97 3.45 0.74 -3.40 <.001
質問９ 3.13 0.94 3.55 0.68 -5.70 <.001

事前 事後
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表５ 公⽴B⼩学校の事前・事後平均値と事前・事後標準偏差 

 
 

表６ 公⽴C⼩学校の事前・事後平均値と事前・事後標準偏差 

 
 

KH Coderを⽤いた質的分析の結果は、図４〜図 11 に⽰すとおりであり、興味の側

⾯である「多視点」、「意味と価値」、「⾃主性」の点から、カテゴリーを⽣成している。得

られたカテゴリーは、それぞれの図に⽰したとおりである。「多視点」に関しては、主に

「トピック」、「アフリカ・⼤洋州・北アメリカ・ヨーロッパ・南アメリカ・アジアへの興

味」などがある。「意味と価値」に関しては、「認識と理解」、「児童の感受」などがある。

「⾃主性」に関しては、「鑑賞の対象」、「興味の⾃覚」などがある。 

ｔ(138) p
平均 標準偏差 平均 標準偏差

質問１ 3.01 0.96 3.61 0.57 -8.29 <.001
質問２ 2.88 0.94 3.50 0.66 -8.92 <.001
質問３ 2.85 0.99 3.53 0.67 -9.74 <.001
質問４ 2.64 1.08 3.40 0.73 -9.15 <.001
質問５ 2.68 0.96 3.38 0.64 -9.51 <.001
質問６ 2.45 1.01 3.18 0.79 -9.89 <.001
質問７ 2.70 1.05 3.44 0.72 -9.76 <.001
質問８ 2.71 0.96 3.43 0.72 -10.75 <.001
質問９ 2.75 1.05 3.40 0.76 -8.98 <.001

事前 事後

ｔ(139) p
平均 標準偏差 平均 標準偏差

質問１ 3.16 0.93 3.62 0.64 -7.48 <.001
質問２ 3.18 0.92 3.60 0.62 -6.49 <.001
質問３ 3.09 0.93 3.54 0.63 -6.93 <.001
質問４ 2.99 1.00 3.50 0.74 -7.21 <.001
質問５ 3.08 0.99 3.59 0.67 -7.61 <.001
質問６ 2.78 1.00 3.34 0.82 -7.75 <.001
質問７ 3.04 0.94 3.49 0.73 -7.28 <.001
質問８ 3.09 0.96 3.62 0.62 -7.93 <.001
質問９ 2.96 1.03 3.45 0.77 -7.55 <.001

事前 事後
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図４ 公⽴A⼩学校児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事前） 

 

 

図５ 公⽴A⼩学校児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事後） 
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図６ 公⽴B⼩学校児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事前） 

 

 
図７ 公⽴B⼩学校児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事後） 
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図８ 公⽴C⼩学校児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事前） 

 

 

図９ 公⽴C⼩学校児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事後） 
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図 10 3 校を合わせた児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事前） 

 

 

図 11 3 校を合わせた児童の興味に関わる記述内容の質的分析（事後） 
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図 10 と図 11 に⽰すとおり、３校を合わせたデータの質的分析により、全ての学校と

も興味の「多視点」の側⾯に質的変化が⾒られる。特に、地域に関する興味の広がりが変

化を特徴づけている。図 11 の事後の分析結果に⽰すとおり、「世界」、「各国」、「地域」と

いうキーワードの頻度も増し、地域に新しく興味を持つ児童が増えると同時に、興味のあ

る地域が拡⼤したことが明らかになった。加えて、事後における「興味」と「地域」の共

起関係も強く現れた。各校の分析結果を⽰した図４〜図９を参照すると、公⽴ B ⼩学校

と公⽴ C ⼩学校では、事前にはない地域への興味のカテゴリーが事後に現れ、地域と国

に新しく興味を持ったことが分かる。公⽴ A ⼩学校の児童の興味は地域の歴史に集中し

ており、これをもっと知りたいという意欲が⾼まったことが明らかになった。図７に表さ

れるように、公⽴B⼩学校の児童は、各地域の作品、⽂化、芸術など様々な⽅⾯に興味を

持ったことが⽰された。図９に⽰されるように、公⽴ C ⼩学校の児童では、異なる国や

地域の作品をもっと鑑賞したいという興味が多く⾒られた。児童の記述内容を参照する

と、「外国の⽂化に新しく興味を持ちます。外国の⽂化はどのように進化するのかを知り

たいです。」や「各地域の芸術⽂化に新しく興味を持って、もっと知りたいです。」などが

⾒られた。作品を鑑賞しながら作品が表す⽂化や歴史の内容を知り、他の作品や他の⽂化、

歴史を知りたいという興味に変化したことが推測できる。 

図 11 に⽰すとおり、興味の「意味と価値」の側⾯について、事後は「構図」、「作者」、

「理解」などのキーワードが新しく加わった。また、学習開発で⽤いたフェルドマン 4 段

階批評メソッドを特徴づける記述、分析、解釈、判断に関わるキーワードも⾒出すことが

できる。「構図」、「線」、「模様」というキーワードは作品の記述と分析であり、「意義」、

「背景」、「作者」というキーワードは作品に対する解釈であり、「理解」、「独特」、「異な

る」というキーワードは作品に対する判断である。図 10 に⽰された事前と⽐較すると、

児童が作品を⾃分のやり⽅で鑑賞する興味が⾒られ、主体的に鑑賞を深めていくための興

味が形成されたことが推察される。変化が３校を合わせたデータの質的分析により、児童

の鑑賞⽅法は作品の記述が中⼼のものから作品の判断が中⼼のものへ発達したことが⽰

される。 

興味の「⾃主性」の側⾯について、「興味の⾃覚」と「鑑賞の対象」のカテゴリーにお

いて、３校とも「興味」、「新しい」、「持つ」キーワードの頻度の増加が⾒られ、鑑賞する

こと⾃体への興味の向上を⽰している。 
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７ 本研究の成果と今後の課題 

（１）本研究の成果 

本研究の１点⽬の成果は、現代の中国児童の図画⼯作科への興味の実態を明らかにした

ことである。645 名を対象とした調査を通して、限られた範囲ではあるが中国児童の実態

が分かり、鑑賞活動への興味の低下の要因を明らかにした。 

２点⽬の成果は、児童の興味の質的向上を図るため、フェルドマンの 4 段階批評メソッ

ドをベースに、興味の発展のプロセスを組み⼊れた「興味のフェルドマン・メソッド」と

いう鑑賞モデルを開発したことである。中国の鑑賞活動における学習開発のまだ不⼗分で

ある現状に対して、「興味のフェルドマン・メソッド」による鑑賞モデルを、⼀つの改善

策として提案したことである。 

3 点⽬の成果は、中国⼭⻄省の児童 433名を対象として、本研究で提案した鑑賞モデル

「興味のフェルドマン・メソッド」の有効性に関する検証をアクション・リサーチを通じ

て⾏い、具体的な効果と課題を明らかにしたことである。アクション・リサーチを通して

得られた、興味の質的向上の変化を⽰す詳細を、図 12「『興味のフェルドマン・メソッド』

による鑑賞モデルに基づく学習を通じた興味の質的向上」に⽰す。 

 

 
図 12「興味のフェルドマン・メソッド」による 

鑑賞モデルに基づく学習を通じた興味の質的向上 
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（２）本研究の今後の課題 

今後の課題の⼀つとして、児童が美術鑑賞への間接的興味をいつまで維持できるかに関

する検証が挙げられる。これについて明らかにするため、アクション・リサーチの対象と

なった児童に対して、授業直後の調査に加えて、1ヶ⽉後と２ヶ⽉後も事後アンケートを

実施することなど、追加の調査を⾏う必要性が⽰される。また、「興味のフェルドマン・

メソッド」による鑑賞モデルを通して児童の興味が⾼まったかどうかを判断するため、今

後において、⽐較実験法を⽤いた研究を計画したいと考える。 

また、中国の⼭⻄省以外の省に対して、「『興味のフェルドマン・メソッド』による鑑賞

モデル」の有効性はまだ不明である。本研究の妥当性と信頼性を⾼めるため、中国の他の

省で「興味のフェルドマン・メソッド」による鑑賞モデルを⽤いた構造化された鑑賞授業

を、今後、計画したいと考える。 

最後に、2022 年に『義務教育芸術課程標準（2022 年版）』が公表され、新たな美術課

程の指導⽅法が⽰されている。『義務教育芸術課程標準（2022年版）』は、『義務教育美術

課程標準（2011年版）』を補⾜・発展させるものである。発達の観点から、これからの興

味の育成は、過程と⽅法をより重視し、学習過程における興味の育成をより明確に理解し、

学習開発において豊かな「芸術的感知と感情の体験」を活⽤し、児童の興味を促すことが

必要である。この課題にさらに取り組むために、学習活動における「芸術的感知と感情の

体験」に対する研究を進める必要がある。 
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